
34107 情報サービス演習Ⅱ 
Practicum of Information ServicesⅡ

江良友⼦ 専門 1 選択 1年前期

図書館で⾏われる情報サービスと各種情報源について学び、課題を通して演習を⾏う。図書館の専門職である司
書として必要な⼒、具体的には利⽤者の質問に応えるレファレンスサービス、情報検索サービス、発信型情報
サービスの演習を通して、実践的で専門的な能⼒と技能を⾝につける。 
レファレンスサービスを⾏う際に、真⼼・努⼒・奉仕・感謝の精神をもって⼈と接することを⾝につける。

① レファレンス・ブック（参考図書）の使い⽅を理解する 
② インターネット上のレファレンスツール（Web）の使い⽅を理解する 
③ 実践的なレファレンス問題を解く 
④ パスファインダー作成を通じて、発信情報型サービスを理解する 
⑤ カウンターにおけるコミュニケーションの重要性について理解する

① レファレンスブックの使⽤⽅法を理解し、使⽤することができる 
② Web情報源の活⽤の仕⽅を理解し、レファレンス回答に使⽤することができる 
③ 授業で学んだ各種ツールを使⽤して、基本的な演習課題に回答することができる 
④ パスファインダーの特性を理解して、パスファインダーを作成することができる 
⑤ コミュニケーションの重要性を意識しながら簡単なレファレンス受理・回答ができ
る

⾃ら進んで図書館・書店等へ⾜を運ぶことができる。

レファレンスサービスを利⽤できる。

演習の際、回答できなかった原因を考えることができる。

様々なレファレンス事例を調べ、⾃分のレファレンス回答の参考にすることができる。

レファレンス課題について、わかりやすくまとめることができる。

他者の意⾒を聞いて、感想やアドバイスを述べることができる。

無断⽋席をせず、授業を円滑に進めるようルールを守ることができる。

テキスト：なし。講義⽤レジュメおよび必要に応じて追加資料を配付する。 
必要に応じて視聴覚資料を使⽤する。 
参考⽂献：授業の中で紹介する。

他科目との関連：図書館に関する科目全て 特に情報サービス論 
資格との関連：図書館司書

前期開講の「情報サービス論」の授業を受けていないと
理解することが難しい授業内容であるため、情報サービ
ス論未履修者は事前に相談に来ること。 
ほぼ毎回、課題を出す。授業に出ていないと課題への対
応が難しいので⽋席しないこと。 

遅刻・早退は、３回で１回の⽋席となる。 
６回以上の⽋席は０(放棄)判定となる。 
⽋席した場合は、次回授業⽇前までに、⽋席分の配布資料を取りに来ること。 
⽋席した場合でも課題提出は必須である。必ず指定された期限までに提出するこ
と。期限が過ぎたものは受け取らない。 
提出する課題は次回授業⽇に集め、返却しない。必ずコピーをとり、同⽇⾏う答
合わせに備えること。
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課題を12回分提出する。 
各回の評価⽅法 
指定のレファレンスツールを使⽤して正確な回答ができている：5点 
指定のレファレンスツールを使⽤しているが、正確な回答ができていない：4点 
指定のレファレンスツールが使⽤されていないが回答できている：3点 
指定のレファレンスツールが使⽤されておらず、正確な回答ができていない：2点 
提出はされたが空欄が多い。：1点 
提出されなかった、⼜は書いてあることの意味が不明：０点
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パスファインダー作成（期⽇までの提出が最低条件） 
 評価⽅法（各10点） 
・パスファインダーの要件を満たしている 
・課題作成条件を満たしている 
・利⽤対象に合わせた⾒やすさが⼯夫されている 

（主体性） 
・図書館や書店に⾜を運び、資料について知るための努⼒をしている。 
（実⾏⼒） 
・⼤学図書館、⼜は公共図書館でレファレンスサービスを利⽤している。 
（課題発⾒⼒） 
・レファレンス演習の際、回答できなかった問題をやり直すことができる。 
（創造⼒） 
・レファレンス演習について、数種類の資料提⽰・回答⽅法を考えることがで
きる 
（発信⼒） 
・⾒やすくわかりやすいレファレンス演習解答⽤紙を作成できる。 
（傾聴⼒） 
・意⾒を求められた際、積極的に述べることができる。 
（規律性） 
・学習意欲⽋如をきたす⾏動をせず、ルールを守ることができる。 
・⽋席した場合は、⽋席届を提出し、フォローレポート課題を⾏う。

S(秀)評価 
・課題12回分の合計点が54点以上獲得できている。 
・作品評価の合計が27点以上獲得できている。 
・社会⼈基礎⼒にある学修態度が概ね８割以上達成できている。 
A（優）評価 
・課題12回分の合計点が48点以上獲得できている。 
・作品評価点24点以上獲得できている。 
・社会⼈基礎⼒にある学修態度が概ね８割以上達成できている。

B（良）評価 
・課題12回分の合計点が42点以上獲得できている。 
・作品評価点21点以上獲得できている。 
・社会⼈基礎⼒にある学修態度が概ね７割以上達成できている。 
C（可）評価 
・課題12回分の合計点が36点以上獲得できている。 
・作品評価点18点以上獲得できている。 
・社会⼈基礎⼒にある学修態度が概ね６割以上達成できている。或いは、達成には
⾄らないが努⼒できている。



オリエンテーション 
 
情報サービスとは？ 
 
情報サービスの設計 

講義 
 
質疑応答

（復習・宿題） 
⾃分が住んでいる⾃治体の⼈⼝
統計を調べてセグメント化し、
それをもとにどの層に対してど
のようなサービスを⾏うのが適
切か考える。 
（予習） 
愛知学泉⼤学・短期⼤学図書館
の情報サービスポイントをプリ
ントの項目に沿って評価する。

前回の宿題についてわかり
やすくまとめ、発表するこ
とができる。 
歴史・⽇時に関する情報の
調べるために、どの情報源
を使⽤したらよいか判断で
きる。 

（復習・宿題） 
「歴史・⽇時の調べ⽅」に
注意しながら、課題を仕上
げる。 
（予習） 
地理・地名に関する情報を
調べる際に使⽤するレファ
レンスツールを図書館に
⾏って確認する。 

前回の宿題についてわかり
やすくまとめ、発表するこ
とができる。 
⾔葉・事象に関する情報の
調べるために、どの情報源
を使⽤したらよいかわか
る。 

（復習・宿題） 
配布した資料を「⾔葉・事
象の調べ⽅」に注意しなが
ら課題を仕上げる。 
（予習） 
歴史・⽇時に関する情報を
調べる際に使⽤するレファ
レンスツールを図書館に
⾏って確認する。 

前回の宿題についてわかり
やすくまとめ、発表するこ
とができる。 
レファレンスインタビュー
の⽅法について理解し、模
擬で実施できる。 

（復習・宿題） 
授業で実践したレファレンスイ
ンタビューから判明した、イン
タビューをするうえで重要なこ
とをノートにまとめる。 
（予習） 
⾔葉・事象に関する情報を調べ
る際に使⽤するレファレンス
ツールを図書館に⾏って確認す
る。

前回の宿題についてわかり
やすくまとめ、発表するこ
とができる。 
書誌・目録の評価について
理解できる。 
記事索引の評価について理
解できる。 

（復習・宿題） 
地域に関する複数の新聞記事
の⾒出しを検索できるウェブ
情報源のうち、町村⽴図書館
によって提供されるものを探
し、その特徴を書く。 
（予習） 
レファレンスプロセスの流れ
を暗記する。 

前回の宿題についてわかりや
すくまとめ、発表することが
できる。 
地理・地名に関する情報源の
評価法について理解できる。 
⼈物・団体に関する情報源の
評価法について理解できる。 

（復習・宿題） 
『角川⽇本地名⼤辞典』（角川書
店）と『⽇本歴史地名⼤系』（平凡
社）それぞれから、同じ県（都・
道・府）の巻を選んで、⽐較して、
気づいたことを書く。 
（予習） 
⽂献検索⽤情報源に該当するレファ
レンスブックを図書館で探し、概要
を⾔えるようにしておく。

前回の宿題についてわか
りやすくまとめ、発表す
ることができる。 
事象・事項に関する情報
源の評価法について理解
できる。 

（復習・宿題） 
各⾃指定された資料の解題作
成と評価をする。 
（予習） 
歴史・⽇時に関する情報源、
地理・地名に関する情報源、
⼈物・団体に関する情報源に
該当するレファレンスブック
を図書館で探し、概要を⾔え
るようにしておく。

宿題について、わかりやす
くまとめ、発表することが
できる。 
 
レファレンスコレクション
の評価法について理解でき
る 

（復習・宿題） 
住んでいる⾃治体の図書館に、
ミッションステートメントや
サービス⽅針がウエブサイト上
で公開されているか調べる 
（予習） 
⾔葉・⽂字に関する情報源と事
象・事項に関する情報源に該当
するレファレンスブックを図書
館で探し、概要を⾔えるように
しておく
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

レファレンスコレクション 
 
レファレンスコレクションと問題
解決過程 
 
レファレンスコレクションの評価 

講義 
 
課題提出・発表、フィー
ドバック 
 
質疑応答 
 
演習 
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

⾔葉・⽂字に関する情報源
の評価 
 
事象・事項に関する情報源
の評価 

講義 
 
課題提出・発表、
フィードバック 
 
質疑応答 
 
演習
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

歴史・⽇時に関する情報源の評価 
 
地理・地名に関する情報源の評価 
 
⼈物・団体に関する情報源の評価 

講義 
 
課題提出・発表、
フィードバック 
 
質疑応答 
 
演習
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

⽂献検索⽤情報源の評価 
 
書誌・目録の評価 
 
記事索引の評価 

講義 
 
課題提出・発表、
フィードバック 
 
質疑応答 
 
演習
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

レファレンスプロセスの概要 
と、レファレンス質問の種類 
 
レファレンスインタビューの⽅
法・戦略 
 

講義 
 
課題提出・発表、フィー
ドバック 
 
質疑応答 
 
演習 
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

⾔葉・事象に関する情報の
調べ⽅

講義 
課題提出・発表、
フィードバック 
質疑応答 
レファレンス課題５題 
演習 
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

歴史・⽇時に関する情報の
調べ⽅

講義 
課題提出・発表、
フィードバック 
質疑応答 
レファレンス課題５
題 
演習
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

情報サービスとは何
か、⾔うことができ
る。



地理・地名に関する情報の
調べ⽅

前回の宿題についてわかり
やすくまとめ、発表するこ
とができる。 
地理・地名に関する情報の
調べるために、どの情報源
を使⽤したらよいか判断で
きる。 

（復習・宿題） 
「地理・地名の調べ⽅」に
注意しながら授業で⾏った
課題を仕上げる。 
（予習） 
⼈物・団体に関する情報を
調べる際に使⽤するレファ
レンスツールを図書館に
⾏って確認する。 

講義 
課題提出・発表、
フィードバック 
質疑応答 
レファレンス課題５
題 
演習

前回の宿題についてわかり
やすくまとめ、発表するこ
とができる。 
⼈物・団体に関する情報の
調べるために、どの情報源
を使⽤したらよい判断でき
る。 

（復習・宿題） 
「⼈物・団体の調べ⽅」に
注意しながら授業で⾏った
課題を仕上げる。 
（予習） 
図書・雑誌の書誌データを
調べる際に使⽤するレファ
レンスツールを図書館に
⾏って確認する。 

講義 
課題提出・発表、
フィードバック 
質疑応答 
レファレンス課題５
題 
演習

⾃分が作成したパスファ
インダーについて説明す
ることができる。 
他の学⽣が作成したパス
ファインダーについて意
⾒を述べることができ
る。

(複習) 
⾃分が作成したパス
ファインダーに対して
集まった意⾒を集約し
て、⾃⼰評価する
（400字程度にまとめ
る）。 

図書館利⽤教育とは、何
を指すのか記述すること
ができる。 
情報リテラシー育成の意
義について理解し、記述
することができる。

（復習・宿題） 
⼤学図書館の利⽤教育につい
て、公共図書館の利⽤教育と
⽐較し、異なる点を中⼼にま
とめる。 
（予習） 
⾃分が作成したパスファイン
ダーについて２分程度で説明
できるように準備する。 

パスファインダーを作
成することができる。

（復習・宿題） 
パスファインダーを仕
上げる。 
（予習） 
図書館利⽤教育にはど
のようなものがあるか
調べる。 

前回の宿題についてわかり
やすくまとめ、発表するこ
とができる。 
発信型情報サービスの意義
を理解し、パスファイン
ダーの作成に着⼿できる。 

（復習・宿題） 
パスファインダーの特徴
をノートにまとめる。 
（予習） 
シラバスを観て、授業で
使えるパスファインダー
作成のための準備をす
る。

前回の宿題についてわ
かりやすくまとめ、発
表することができる。 
図書・雑誌の書誌デー
タの調べ⽅がわかる。 

（復習・宿題） 
「図書・雑誌の書誌データの調べ
⽅」に注意しながら、授業で⾏った
課題を仕上げる。 
（予習） 
パスファインダーとはどういうもの
か調べ、発表できるようにノートに
まとめる。 
パスファインダー作成準備のため公
共図書館でパスファインダーを⼊⼿
する。 
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

⼈物・団体に関する情報の
調べ⽅
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

図書・雑誌の書誌データの
調べ⽅

講義 
課題提出・発表、
フィードバック 
質疑応答 
レファレンス課題５
題 
演習
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

発信型情報サービスの意義
と⽅法 
パスファインダーなどの新
しい発信型情報サービスの
意義と⽅法を学ぶ 

講義 
課題提出・発表、
フィードバック 
質疑応答 
演習 
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主体性 
課題発
⾒⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
創造⼒ 
規律性

パスファインダーを作成す
る

演習  
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主体性 
実⾏⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
規律性

図書館利⽤教育 
 
図書館利⽤教育と情報リテ
ラシーについて学ぶ 

講義 
 
質疑応答 
 
演習 
 
パスファインダー提出 
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主体性 
実⾏⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
規律性

作成したパスファインダー
の紹介 
 
情報サービス演習Ⅱを振り
返って 

講義 
 
質疑応答 
 
プレゼンテーション 
パスファインダーの
フィードバック 
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主体性 
実⾏⼒ 
傾聴⼒ 
実⾏⼒ 
規律性


